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令和６年７月 14 日 

＜佐々木 朗＞ 

第 49 回ＪＡＲＬ渡島檜山支部大会の実施案 

 

０ 支部大会の回数について 

 昨年、一昨年は、支部大会の称号は使わず、ハムの集いのみの称号としていた。この２回

が支部大会（会務、決算の報告、事業、予算の説明など）でなければ、今年が 47 回目とい

うことになる。しかし、ややこしくなるので、一昨年、昨年も支部大会を実施したものと考

え、第 49 回の支部大会としたい。 

令和６年 49 回 

令和 5 年 48 回（支部大会の称号なし） 

令和 4 年 47 回（支部大会の称号なし） 

令和３年 実施できず 

令和２年 実施できず 

令和元年 46 回 厚沢部町で開催 

 

１ 目的 

(1)支部会員が一堂に集い、趣味を同じくする者同士の懇親を深めると共に、通信技術、

無線技術の自己訓練の場とする。 

(2)支部会員の家族、友人などを誘い、アマチュア無線の楽しさを知ってもらう機会とす

る。 

 

２ 日時 令和 6 年 9 月 15 日（日）13:00～16:00 

※当初 11 月 17 日の予定であったが、寒くなること、夕暮れがはやいことなど、遠隔地

の方の参加を考慮し、9 月に繰り上げた。この日は、石狩後志及び十勝支部も支部大会

が開かれる予定である。北海道地方本部の内諾は得ている。 

 

３ 会場 北斗市農業振興センター（北斗市東前 74-2 電話： 0138-77-7667） 

         

４ 内容 

(1)支部大会 

・支部長挨拶 

・来賓あいさつ 

・令和 6 年度津軽海峡コンテスト入賞者紹介 

・令和 5 年度支部事業報告・会計報告（要調整） 
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・令和 6 年度支部事業計画・予算 

・質疑応答および意見・要望の聴取 

(2)ハムの集い 

・記念講演 

・ジャンクオークション大会 

・抽選会 

・記念写真 

 

５．事前準備内容 

（１）支部役員・協力員の業務 

支部大会会場確保（7/2 仮予約決定後正式予約）、袋詰め書類準備、事前ＰＲ、 

表示類、発表者および出展者募集、写真受付・発送、ジャンクオークション大会告知 

・駐車場の誘導 支部大会会場作り、会場後始末、出展ブース作り 

 

６．準備日程 

8 月上旬 支部報原稿執筆完了 

8 月中旬 支部報完成・支部大会告知 

8 月下旬 会場設営の計画、当日参加できる人員の確保、役割分担 

 

第 49 回ＪＡＲＬ渡島檜山支部大会  

    全体進行  （       ） 

会場準備       （12:00-） 

受付       （12:30） 

１ 開会     （       ）（13:00） 

２ JARL 渡島檜山支部長挨拶    支部長  JH8CBH 佐々木朗 

３ 来賓あいさつ 北斗市長 北海道地方本部長 JARL 会長 

おそらく北斗市長、北海道地方本部長は代理かメッセージ、JARL 会長はメッセージ 

４ 第 22 回津軽海峡コンテスト入賞者発表    （       ） 

５ 令和 5 年度 JARL 渡島檜山支部事業報告・会計報告 （       ） 

６ 令和６年度 JARL 渡島檜山支部事業計画・収支予算 （       ） 

７ 監査指導報告    ＪＨ８ＣＢＨ 佐々木朗 

８ 質疑応答および意見交換会     (13:30-14:30) 

 

 （休憩    記念撮影）    (14:30) 

     撮影場所確認、案内すること 

・ハムの集い 
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    全体進行  （       ） 

 

11 記念講演       (14:45-15:15) 

 「支部結成 50 年を迎えて（仮題）」 支部会員の交渉 

12 ジャンクオークション大会・抽選会     (15:30-16:00) 

13 閉会      （     ）(16:00) 

担当分担： 

受付 展示 写真 配布物 名札作成など 

 

・オークションの出品要領 

(1) 「自分にとっては不要だが誰かが欲しいかもしれないものの交換会」 

(2) アマチュア無線関連のもので無線機、アンテナ、部品、本、周辺機器、など。 

(3) 不動品も可。落札したものを転売するのは禁止。 

(4) 当日、受付に出品したいものの名称、最低価格、特徴などを記入して出品する。 

(5) 売れた代金は本人に渡すが、支部への寄付も歓迎。 

(6) 買い手がつかないものは当人が持ち帰る。 

・抽選 ハンディトランシーバー一台とする。 

 対象は JARL 会員非会員を問わない。ただし、アマチュア無線、JARL の発展を考えるこ

とから、非会員は、当たったら会員になること。免許のない方は、免許を取って、会員にな

ること。現会員を含めていずれの場合も、一年間でのべ 100 局（同一局との複数交信も含

む）と交信を約束してくれる方としたい。（報告書などは求めない） 


